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第４回芝山町議会定例会

　
　�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
　
　（
議
案
第
2
号
）

　
工
事
規
格
な
ど
を
変
更
す
る
こ
と
と

併
せ
、
不
要
と
な
っ
た
地
盤
改
良
工
事

相
当
額
を
工
事
費
に
充
当
し
、
工
事
内

容
な
ど
を
変
更
す
る
。

1 

．
契
約
の
目
的
　
芝
山
小
第
二
学
童

ク
ラ
ブ
施
設
建
設
工
事

2 

．
工
事
の
場
所
　
芝
山
町
新
井
田
63

番
地

3
．
契
約
の
金
額
　

　
変
更
前
　
６
７
，５
０
０
，０
０
０
円

　
変
更
後
　
６
８
，８
６
０
，４
６
５
円

4 

．
契
約
の
相
手
方
　
山
武
郡
芝
山
町

小
池
１
３
３
６
番
地
１

　
株
式
会
社
　
真
行
寺
建
設

　
代
表
取
締
役
　
真
行
寺
　
純
一

５ 

．
工
期
　
芝
山
町
議
会
の
可
決
を
受

け
た
日
の
翌
日
か
ら
平
成
27
年
3
月

10
日
ま
で

〈
変
更
の
内
容
〉

○ 

当
初
築
山
残
土
・
ガ
ラ
の
運
搬
を
10

ト
ン
ダ
ン
プ
で
行
う
予
定
で
設
計
さ

れ
た
が
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
破

損
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
4
ト
ン
ダ

ン
プ
に
変
更
。

○ 

地
盤
調
査
を
行
い
良
好
な
結
果
を
得

た
た
め
、
地
盤
改
良
の
必
要
性
が
な

い
と
判
断
し
削
除
。

　
　
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
議
案
第
3
号
）

　
次
の
と
お
り
財
産
を
取
得
し
た
い
の

で
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

　
　�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
　
　
　（
議
案
第
1
号
）

　
平
成
26
年
11
月
21
日
の
衆
議
院
解
散

に
よ
り
、
第
47
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

の
日
程
が
12
月
2
日
公
示
、
12
月
14
日

投
票
と
閣
議
決
定
し
た
た
め
、
選
挙
執

行
に
伴
う
一
般
会
計
予
算
を
専
決
処
分

し
た
の
で
、
こ
れ
を
報
告
し
承
認
を
求

め
る
。

補
正
前
　
４
，
７
４
５
，
５
９
０
千
円

補
正
額
　
　
　
　
　
７
，
１
８
０
千
円

補
正
後
　
４
，
７
５
２
，
７
７
０
千
円

主 

な 

内 

容

　12月9日から12日にかけて、平成26年第4回芝山町議会定例会が開催されました。
上程された議案13件は全て可決されました。

1 

．
取
得
の
目
的
　
県
有
財
産
の
取
得

（
定
住
促
進
化
事
業
等
）

2 

．
土
地
の
所
在
　
芝
山
町
牧
野
字
宮

ノ
崎
３
２
４
番
地
４

3 

．
建
物
の
所
在
　
芝
山
町
牧
野
字
宮

ノ
崎
３
２
４
番
地
４

4
．
取
得
面
積
　

　
１
，０
８
７
，８
３
６
平
方
メ
ー
ト
ル

5
．
予
定
価
格
　

　
１
，
４
０
０
，
０
０
０
円

　（
３
５
，
４
０
０
，
０
０
０
円
）

6 

．
取
得
の
相
手
方
　
千
葉
県
千
葉
市

中
央
区
市
場
町
１
番
１
号

　
千
葉
県
知
事
　
鈴
木
　
栄
治

　
　�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
4
号
）

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
30
年
芝
山
町
条
例
第
20
号
）

の
一
部
に
つ
い
て
、
千
葉
県
人
事
委
員

会
勧
告
に
準
じ
て
改
正
す
る
。

　
　�

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　
　

（
議
案
第
5
号
）

　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
（
昭
和
35
年
芝
山
町
条
例

第
12
号
）
の
一
部
に
つ
い
て
、
千
葉
県

人
事
委
員
会
勧
告
に
準
じ
て
改
正
す
る
。

　
　�

芝
山
町
出
産
祝
金
支
給
に
関
す
る
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出
産
育
児
一
時
金
を
「
39
万
円
」
か

ら
「
40
・
４
万
円
」
に
引
き
上
げ
、
産

科
医
療
補
償
制
度
に
お
け
る
掛
金
を

「
3
万
円
」
か
ら
「
１
・
６
万
円
」
に
引

き
下
げ
る
。

○
施
行
期
日
　
平
成
27
年
1
月
1
日

　
　�

山
武
郡
市
予
防
接
種
健
康
被
害
調

査
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部

を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て
　（議
案
第
8
号
）

　
東
金
市
田
間
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
調
査
委
員
会
の
執
務
場
所
、
東
金

市
田
間
４
２
１
番
地
が
東
金
市
田
間
三

丁
目
9
番
地
1
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

山
武
郡
市
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委

員
会
共
同
設
置
規
約
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

２
５
２
条
の
7
第
2
項
の
規
定
に
よ
り
、

関
係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
に
当

た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

※ 

議
案
第
9
号
か
ら
第
13
号
（
12
月
補

正
予
算
）
に
つ
い
て
は
、
下
の
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
報
告
第
1
号
）

　
町
道
か
ら
民
地
に
出
入
り
す
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ス
ロ
ー
プ
の
段
差
に
よ
る
車

両
の
物
損
事
故
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償

の
額
を
決
定
し
、
和
解
し
た
こ
と
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
6
号
）

　
芝
山
町
出
産
祝
金
支
給
に
関
す
る
条

例
（
平
成
8
年
芝
山
町
条
例
第
7
号
）

の
一
部
を
改
正
す
る
。

〈
主
な
改
正
点
〉

　
条
例
の
実
効
性
お
よ
び
有
効
性
を
高

め
る
た
め
、「
定
義
」
と
「
祝
金
の
返
還
」

の
条
項
を
追
加
す
る
。

○ 

「
定
義
」
で
は
、
夫
婦
と
法
律
上
の

親
子
関
係
に
あ
り
、
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
に

あ
る
者
を
「
子
」
と
定
め
る
。
1
子

以
上
を
養
育
し
な
が
ら
、
出
産
に
よ

る
2
子
以
降
を
養
育
す
る
こ
と
と

な
っ
た
と
き
に
祝
金
が
受
給
で
き
る
。

○ 

「
祝
金
の
返
還
」
の
条
項
を
追
加
し
、

祝
金
の
支
給
を
不
正
に
受
け
た
者
へ

返
還
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
施
行
期
日
　
平
成
27
年
4
月
1
日

　
　�

芝
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
　
　
　
　
　（
議
案
第
7
号
）

　
健
康
保
険
法
施
行
令
な
ど
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
平
成
27
年
1
月
1
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
芝
山
町
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

〈
主
な
改
正
点
〉

　
国
の
社
会
保
障
審
議
会
に
お
い
て
産

科
医
療
補
償
制
度
の
引
き
下
げ
と
出
産

育
児
一
時
金
の
総
額
を
42
万
円
に
維
持

す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

会計名 補正前の額 補正額 補正後の額 補正の内容

一般会計 
（第9号） 4,752,770 156,856 4,909,626

歳入は、国庫支出金、県支出金、繰入金、繰越金およ
び諸収入を増額する。
歳出は町制施行60周年記念事業費の需用費、税務総務
費の償還金利子及び割引料、農業振興費の負担金補助
及び交付金、観光費の委託料、道路新設改良費の工事
請負費、教育総務費の備品購入費、小学校費の委託料、
中学校費の委託料および学校給食総務費の備品購入費
などを増額する。
また、人件費の組み替えおよび債務負担行為の設定を
行う。

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 
（第10号） 1,179,708 26,229 1,205,937

歳入は、繰越金および諸収入を増額する。
歳出は、諸支出金を増額する。

農業集落 
排水事業 

（第11号）
76,220 665 76,885

歳入は、繰入金、繰越金および分担金及び負担金を増
額する。
歳出は、総務管理費および事業費を増額する。

公共下水道
事業 

（第12号）
447,253 818 448,071

歳入は、繰入金を増額する。
歳出は、総務管理費を増額する。

介護保険 
（第13号） 583,390 312 583,702

歳入は、国庫支出金および繰入金を増額し、支払基金
交付金および県支出金を減額する。
歳出は、保険給付費を増額する。

平成26年度12月補正予算（議案第9～13号）（単位：千円）


